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1．はじめに

　CIE（国際照明委員会）の 技術委員会 TC1 −69（白色

光 源 の 演 色 性 Color　 Rendering　of 　White　 Light

Sources）は、　LED 光源を含む光源の 新たな演色性評

価方法を検討するため に 2007年 5 月 に設立された。

TC の 活動 目的は現行演色 性評価方法 に よる平均演

色評価ta　Ra を補完する新しい 評価数を検討するこ と

で あっ たが、途中で 活動 目的が Ra に代わ る新た な評

価数を提案する こ とに 変 更され た。これ まで に CIE

TC1 −69には米国 NIST の CQS （Color　Quality　Scale）1＞、
英国 Leeds 大学の CRI−CAMO2UCS2 ）などい くつ か の

新しい 演色性評価方法が提案され てい る。

　TCI −69 が現行 Ra の 改定を目指すことになり、新

たな演色評価数が提案された場合、　LED 光源だけで

なく、すべ て の 光源 の 演色性評価 に対して 影響し、

照明産業界 の み ならずラン プ ユ
ーザーに対して も大

きな影響を与え るこ とに なる。そ の た め 日本照 明委員

会UCIE）は 国内意見を取りまとめ る た め rTCI −69 技

術委員会」を昨年 10月 に緊急設 置し活動を開始した。

CIE　TC1 −69 は TC 委員間の第…次意見集約 の 締め

切りを 2010年 1 月 15 日とした の で、本報告はそれ に

間 に合わせ るため 日本意 見をまとめ、TC1 −69 に提

出したもの の
一

部で ある。

2 ．計算評価 に 用 いたラン プ

　JCIE技術委員会は 日本電球工 業会、LED 推進協

議会他 の 協力を得て 、 日本で 市販 され て い る実用

ラ ン プな ど合計 243 種類の ラ ン プ の 相対分光分布

データを収集 し た。ラ ン プ 243 種類の 内訳は 、蛍

光 ラ ン プ 96 種類、HID ラ ン プ 41 種類、白熱電

球 ・
ハ ロ ゲン ラ ン プ 20 種類、LED ラ ン プ 86 種

類、有機 EL ラ ン プ 1種類で ある （図 1 ）。

　 243 種類 の 各種 ラ ン プ の 相対分光分布か ら平均

演色評価数 Ra 、　 CQS の Qa、
　 CRI ・CAMO2UCS

を計算 した 。
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図 1 計算 に 用 い た蛍 光 ラン プ （上 ）、LED ラン プ （下 ）

　 　 の 相対分 光分 布 （
一

部 ）

3．Ra と CQS 、および Ra と CRI−CAMO2UCS の 関係

　光源に お い て演色性 の 相対関係 、すなわ ち Ra

の 順 番が新評価数 に な っ た とき に 上下 関係が 変

わ る こ とは 、 ラ ン プ設 計 上 の 大 きな問題 とな るn

〈 蛍 光 ラ ン プ 〉

　図 2 は横軸に cQs また は cRI −cAMo2uCS の

順位、縦軸 に Ra の 順位 を示 し て い る。図 2 の 順

位約 30〜60 位の 蛍光 ラ ン プ群で は CQS また は

CRI −CAMO2UCS と Ra の 順位 と大き く変わ っ て

い る こ とが 示 されて い る。 こ の 範 囲の 蛍光ラ ン プ
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図 2 蛍光ラン プ の Ra 順位と CQS 順位お よび

　　 CRI−CAMO2UCS 　j頂位との 関係

　　 （O 印 は 3波 長 形 蛍光 ラン プ ）

　　＊45°

直線 か らは ず れ るほ ど Ra と新指標 と

　 　 の 順位 がずれるこ とを示す。

群は 全 て 3 波長形蛍光 ラ ン プ で あり、新指標 で評

価す る と ラ ン プ の 順 番が 大 き く変化 す る こ と を

表 して い る。

〈 LED ラン プ 〉

　 現在 、世界的に普及 し て い る LED ラ ン プは 青

色発 光 LED とそ の 光で 励起 され た蛍光体が 発 す

る 黄色 光 の 混 合光 と し て 白色 に な る青 LED ＋ 黄

色 蛍光体タ イ プ （B・Y タ イ プ）の LED ラ ン プ が

一
般的で ある が、それ らに つ い て は、ほぼ全て の

CQS お よび CAMo2ucS が Ra 以 下 に な る。なお

低 下の 程度は CQS の 方が顕著で ある （図 3 ）。
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図 3Ra とQa及 び Ra と CRI−CAMO2UCS との 関係

　 　　 　 　 　 （B − Y タイプ LED ）

4 ．結 果・考察

日本照明委員会 TCI −69技術委員会として まとめ た

目本意見 は次 の 通 りである。2010年 1月 15 目までに

TC1 −69 に 正 式に送付した。

（1）我が 国で 実用 されて い る光源の 演色性を新指

　　標 （CQS ，CRI−CAMO2UCS ）で 評価すると、演色

　　評価数として、そ の 相互 関係が大きく変わり、照

　　明 用 光源 の 基 本性 能として の 評価 が崩 れる。

　　従 っ て 、新指標 に変 更 する ことは望 ましくな い 。

　　特 にそ の 影響 は CRI−CAMO2UCS よりCQS が

　　大 きい 。

（2）現在世界的 に 主流の 照明 光源 として用 い られ

　　て い る 3波長形蛍光ラン プ の 演色性評 価を新

　　指 標 （CQS ，CRI −CAMO2UCS ）によっ て 評価す

　　ると、他 の 既 存光 源 の 場 合よりも大 きく評価数

　　が変わり、 特に CQS に よる評価で は値が大きく

　　低 ドし、 評価数 80 を切っ た数値として 評価され、

　　3波長 蛍 光ラン プ の 性 能評価 に 与 える影響が

　　極め て 大 きい 。

（3） LED ラン プ 、特 に 現在 、世界的 に急速 に性能

　　が改善され 、新しい 照明 の 主流として 普及 し始

　　め 、また か っ 将来的 に も新照 明 の 主 流で あると

　　思 われ る B−Y タイプ LED の 演色性評価を新指

　　標 （CQS ，CRI−CAMO2UCS ）で 言平価す ると、 その

　　評価数は 低く評価されるこ とが明 らか で ある。 特

　　に CQS で は そ の影響が 強い 。

（4）CQS で評価 した場合 に、多くの 実用 ラン プ の 相

　　互関係が大きく変化したり、3波長 形蛍光ラン プ

　　の評価が大きく現状 の 評価から低く変わる大き

　 な理 由は 、CQS の 基本構造にあり、特に 忠実

　 色 再 現 に 基 づ い た 評 価 で はな い こ と、 人 為的

　 な補正 が含 まれ て い るこ と、な どが原 因 で はな

　 い かと思われる。

（5） CRI−CAMO2UCS は 現行 方法の 忠実 色再現を

　 変更するもの で は なく、現行演色性評価方法 の

　 色 差計算空問だ け の 変 更 に留まっ て お り、将

　 来 の 新し い 演色性評価方法 をめざす 考え方と

　 して は CQS よりも望ましい と考える。

  Ra に置き換えるため には忠実性 を基本に す べ

　 きで あり、CQS は Ra とは別 の 効果演色 指標とし

　 て扱うべ きで ある。

の 演色性 評 価 方法 を将来 新しい もの に変え るな

　 らば、Leeds 大学が提 案する CRI−CAMO2UCS

　 の さらなる改 良等に 基 づ く新演色評価方法の

　 開発を 目的 とした新 TC の 設置が必 要で あるv
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